
「
気
候
変
動
と
い
う
増
大
す
る

脅
威
は
、
今
世
紀
の
課
題
の
な
か

で
も
重
要
だ
」
―
２
０
カ
国
・
地

域
首
脳
会
議
を
開
催
し
た
中
国
で
、

パ
リ
協
定
批
准
に
関
す
る
書
簡
を

潘
基
文
国
連
事
務
総
長
に
提
出
し

た
オ
バ
マ
米
大
統
領
は
、
こ
う
強

調
し
ま
し
た
。
中
国
の
習
近
平
国

家
主
席
も
「
他
国
が
同
様
に
努
力

す
る
よ
う
望
む
」
と
語
り
ま
し
た
。

パ
リ
協
定
は
、
昨
年
末
に
パ
リ

で
開
か
れ
た
国
連
気
候
変
動
枠
組

み
条
約
第
２
１
回
締
約
国
会
議
（
Ｃ

Ｏ
Ｐ
２
１
）
で
、
京
都
議
定
書
に

代
わ
る
新
た
な
国
際
的
枠
組
み
と

し
て
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
産
業
革

命
前
に
比
べ
地
球
の
温
度
上
昇
を

２
度
未
満
、
で
き
れ
ば
１
・
５
度

に
抑
え
る
た
め
、
京
都
議
定
書
で

は
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ
た
途

上
国
に
も
目
標
提
出
と
削
減
を
義

務
づ
け
て
い
ま
す
。

協
定
発
効
に
は
５
５
カ
国
以
上

の
批
准
と
、
批
准
国
の
温
室
効
果

ガ
ス
排
出
量
が
世
界
全
体
の
５
５

％
を
上
回
る
こ
と
が
必
要
で
、
世

界
全
体
の
排
出
量
の
４
割
を
占
め

る
米
中
の
批
准
が
決
定
的
で
す
。

京
都
議
定
書
か
ら
離
脱
し
た
米
国

と
、
途
上
国
の
立
場
を
強
調
し
て

き
た
中
国
が
、
温
暖
化
防
止
と
い

う
人
類
共
通
の
課
題
で
共
同
歩
調

を
と
っ
た
こ
と
は
重
要
で
す
。

世
界
が
温
暖
化
防
止
で
前
進
す

る
な
か
、
逆
行
し
て
い
る
の
が
安

倍
政
権
で
す
。
安
倍
首
相
は
政
権

交
代
後
、
東
京
電
力
福
島
第
１
原

発
事
故
に
よ
る
火
力
発
電
の
稼
働

増
を
口
実
に
２
５
％
削
減
目
標
を

破
棄
。
２
０
１
３
年
の
Ｃ
Ｏ
Ｐ
１

９
で
は
９
０
年
比
３
％
増
と
い
う

目
標
を
表
明
し
、
世
界
の
ひ
ん
し
ゅ

く
を
買
い
ま
し
た
。

昨
年
７
月
に
は
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
２
０
１
３
年
比
で
２
６
％

削
減
す
る
と
い
う
目
標
を
国
連
に

提
出
。
し
か
し
、
２
０
１
３
年
比

２
６
％
削
減
は
、
９
０
年
比
で
は

１
８
％
削
減
に
す
ぎ
ず
、
民
主
党

政
権
時
代
に
世
界
に
公
約
し
た
２

５
％
削
減
に
す
ら
届
き
ま
せ
ん
。

大
本
に
は
、
危
険
な
原
発
と
温

室
効
果
ガ
ス
を
大
量
に
排
出
す
る

石
炭
火
力
発
電
に
固
執
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
政
策
が
あ
り
ま
す
。
安
倍

政
権
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
は
、

原
発
と
石
炭
火
力
を
「
重
要
な
ベ
ー

ス
ロ
ー
ド
電
源
」
と
位
置
づ
け
る

一
方
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

不
安
定
で
非
効
率
だ
と
し
て
お
荷

物
扱
い
に
し
て
い
ま
す
。
原
発
と

石
炭
火
力
優
先
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
が
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

普
及
の
妨
げ
と
な
り
、
日
本
の
温

暖
化
対
策
を
遅
ら
せ
て
い
ま
す
。

（２） ２０１６年９月２５日 日本共産党県議会議員 丸山慎一 がんばり通信 №３６６

気
候
変
動
の
脅
威
は

今
世
紀
の
重
要
課
題

安
倍
首
相
が
世
論
に
押
さ
れ

て
導
入
を
表
明
し
た
「
給
付
型

奨
学
金
」
。
文
部
科
学
省
は
２
０

１
８
年
実
施
に
向
け
て
特
別

チ
ー
ム
で
検
討
し
て
い
ま
す
が

公
表
さ
れ
た
中
間
報
告
で
は
、

限
ら
れ
た
低
所
得
層
に
対
象
者

を
厳
し
く
限
定
す
る
な
ど
、
大

き
く
後
退
し
そ
う
で
す
。

日
本
の
国
立
大
学
の
学
費
は

年
平
均
５
３
万
円
、
私
大
は
８

６
万
円
と
高
額
な
の
に
、
世
界

で
は
当
た
り
前
の
給
付
型
奨
学

金
も
な
い
き
わ
め
て
特
異
な
状

況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

貸
与
型
奨
学
金
の
返
済
額
は

平
均
３
百
万
円
で
、
大
学
院
ま

で
進
学
す
る
と
１
千
万
円
と
な

る
場
合
も
あ
る
た
め
、
返
せ
な

く
て
自
己
破
産
と
い
う
事
例
も

生
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
を
背
景
に
給

付
型
奨
学
金
を
求
め
る
世
論
と

運
動
が
広
が
り
ま
し
た
。
こ
れ

を
受
け
て
安
倍
内
閣
も
動
か
ざ

る
を
得
な
く
な
り
、
２
０
１
７

年
度
予
算
編
成
で
給
付
型
奨
学

金
の
制
度
内
容
を
決
め
る
こ
と

を
、
閣
議
決
定
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
も
の
で
す
。

「
家
庭
の
経
済
事
情
に
関
係
な

く
、
希
望
す
れ
ば
誰
も
が
進
学

で
き
る
」
―
―
こ
れ
が
「
一
億

総
活
躍
プ
ラ
ン
」
で
打
ち
出
さ

れ
た
理
念
で
す
。
し
か
し
、
文

科
省
の
中
間
報
告
で
は
、
対
象

者
を｢

年
収
の
低
い
世
帯｣

に
限

定
。
児
童
養
護
施
設
退
所
者
・

里
親
出
身
者
（
約
２
千
人
）
、
生

活
保
護
世
帯
（
約
１
万
５
千

人
）
、
住
民
税
非
課
税
世
帯
（
約

１
４
万
２
千
人
）
な
ど
を
例
示

し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
「
『
頑
張
っ
た
者
が
報

わ
れ
る
』
制
度
と
し
、
学
生
等

の
努
力
を
促
す
」
た
め
に
「
一

定
の
成
績
基
準
を
設
定
す
る
」

と
明
記
。
現
在
の
奨
学
金
に
な

ら
っ
て
高
校
１
・
２
年
の
評
定

平
均
値
（
全
科
目
の
５
段
階
評

価
の
平
均
値
）
を
参
考
に
検
討

す
る
と
し
て
い
ま
す
。

給
付
額
に
つ
い
て
は
、
学
費

や
生
活
費
、
他
制
度
と
の
バ
ラ

ン
ス
を
踏
ま
え
て
検
討
す
る
と

定
め
る
一
方
、
「
家
庭
か
ら
の
給

付
や
ア
ル
バ
イ
ト
に
よ
る
収

入
、
貸
与
型
奨
学
金
」
な
ど
の

併
用
も
考
慮
す
る
考
え
。

さ
ら
に
「
恒
久
的
な
安
定
財

源
が
必
要
」
と
し
て
お
り
、
消

費
税
増
税
を
前
提
と
す
る
狙
い

が
う
か
が
え
ま
す
。

温
室
効
果
ガ
ス
の
２
大
排
出
国
で
あ
る
米
中
が
温
暖
化
対
策

の
新
た
な
枠
組
み
「
パ
リ
協
定
」
を
批
准
し
た
こ
と
で
、
温
暖

化
に
よ
る
世
界
の
破
局
を
防
ぐ
取
り
組
み
は
新
た
な
段
階
に
入

り
ま
し
た
。
原
発
と
化
石
燃
料
に
固
執
し
、
温
暖
化
対
策
に
背

を
向
け
る
安
倍
政
権
の
異
常
さ
が
際
立
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
を
限
定
し

成
績
要
件
も
厳
し
く

米
中
の
批
准
は
協
定

発
効
の
決
定
的
条
件

石
炭
と
原
発
に
固
執

逆
行
す
る
安
倍
政
権


